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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸引部を備える吸引プラテンと、
　第１水平方向に沿って延びる回転中心軸線で回転する羽根、前記吸引部と接続される吸
引口、及び前記第１水平方向と直交する第２水平方向に向かって開口する排気口を有し、
前記吸引部で吸気を行う遠心ファンと、
　前記遠心ファンの前記排気口に接続されて、前記排気口から前記遠心ファンの前記羽根
の回転方向に湾曲する排気流路と、
　前記遠心ファンが取り付けられているプリンター本体フレームと、
　前記プリンター本体フレーム内に形成されたロール紙収納部と、
　前記プリンター本体フレームに開閉可能に取り付けられており、前記吸引プラテンを搭
載し、前記ロール紙収納部を開閉する開閉蓋と、
　前記遠心ファンの前記吸引口を前記吸引プラテンの前記吸引部に対し、接続及び切り離
し可能な吸気流路と、
を有していることを特徴とするプリンター。
【請求項２】
　前記排気流路は、前記遠心ファンの前記排気口に接続された吸気側開口、及び前記遠心
ファンの前記排気口と反対方向を向いた排気側開口を有する排気ダクトである請求項１に
記載のプリンター。
【請求項３】
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　前記吸気流路は、吸気ダクトを含んでおり、
　前記開閉蓋を開くと、前記吸気ダクトは前記吸引部から切り離される請求項１または２
に記載のプリンター。
【請求項４】
　インクジェット印刷ヘッドを備える請求項１から３のいずれか１項に記載のプリンター
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録紙を吸引しながら搬送する吸引プラテンなどの吸引部を備えたプリンタ
ーに関する。より詳細には、吸引部で吸気を行うための遠心ファンの排気気流を整流する
ことができる排気流路を搭載するプリンターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットプリンターの中には、プラテン上を搬送されるロール紙などの記録紙が
浮き上がってインクジェット印刷ヘッドのノズル面に干渉することが無いように、吸引プ
ラテンを搭載しているものがある。吸引プラテンは、その表面に多数の吸気孔などからな
る吸引部を備えており、吸引部は吸気ダクトなどの吸気流路を介して吸引ファンの吸引口
に接続されている。吸引ファンが動作すると吸引部で吸気が行われ、吸引プラテン上を搬
送されている記録紙が吸引される。吸引ファンとしては、シロッコファンなどの遠心ファ
ンが搭載されている。
【０００３】
　吸引プラテンを搭載するインクジェットプリンターは、例えば、特許文献１に記載され
ている。同文献には、遠心ファンによる吸気を効率よく行うために、遠心ファンの吸気口
に吸い込まれる空気の気流の乱れを低減させる技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１４７３９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、遠心ファンの排気口の下流側に排気流路を形成し、排気により発生する排気気
流を整流すれば、スムーズな排気が行われるので、遠心ファンによる吸気を効率よく行う
ことができると考えられる。
【０００６】
　しかし、遠心ファンからの排気は、排気口から吹き出された後も慣性により羽根の回転
方向に沿って流れようとする。このため、排気流路を適切に設けなければ、排気気流が排
気流路内で乱流となってしまい、スムーズな排気が行われなくなり、排気流量の損失を招
き、ファン性能を低下させてしまうという問題がある。また、排気流路内に発生した乱流
が排気流路の内壁面に衝突して、騒音を発生させてしまうという問題がある。
【０００７】
　本発明の課題は、このような点に鑑みて、吸引プラテンで吸気を行うための遠心ファン
の排気気流を整流することができる排気流路を搭載するプリンターを提案することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明のプリンターは、第1水平方向に沿って延びる回
転中心軸線で回転する羽根、吸引部と接続される吸引口、及び前記第１水平方向と直交す
る第２水平方向に向かって開口する排気口を有し、前記吸引部で吸気を行う遠心ファンと



(3) JP 5293272 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

、
　前記遠心ファンの前記排気口に接続されて、前記排気口から前記遠心ファンの前記羽根
の回転方向に湾曲する排気流路と、を有していることを特徴とする。
【０００９】
　本発明では、遠心ファンの排気口の下流側に設けられている排気流路が遠心ファンの羽
根の回転方向に湾曲しているので、この排気流路内に乱流が発生することを防止あるいは
抑制できる。すなわち、遠心ファンからの排気は、排気口から吹き出された後も慣性によ
り羽根の回転方向に沿って流れようとして羽根の回転方向に沿って湾曲する排気気流を発
生させるのに対して、排気流路はこの排気気流の流れに逆らわないように湾曲している。
従って、排気流路内に発生する乱流が少なく、排気気流は整流される。この結果、遠心フ
ァンからの排気がスムーズに行われるので、排気流量の損失がなく、ファン性能を十分に
発揮させることができる。従って、ファンの消費電力を抑えることができる。また、排気
気流が排気流路の内面に衝突して騒音を発生させることも抑制できる。
【００１０】
　この場合において、プリンターからの排気を、装置の下側から行うようにするためには
、前記遠心ファンは、前記羽根の回転中心軸線が第１水平方向に沿って延びており、前記
排気口が前記第１水平方向と直交する第２水平方向に向かって開口するように配設されて
おり、前記排気流路は、前記遠心ファンの前記排気口に接続された吸気側開口、及び前記
遠心ファンの前記排気口と反対方向を向いた排気側開口を有する排気ダクトで構成すれば
よい。
【００１１】
　本発明において、前記遠心ファンが取り付けられているプリンター本体フレームと、前
記プリンター本体フレームに形成されたロール紙収納部と、前記吸引部を備える吸引プラ
テンと、前記ロール紙収納部を開閉するために前記プリンター本体フレームに開閉可能に
取り付けられており、前記吸引プラテンを搭載し、前記ロール紙収納部を開閉する開閉蓋
と、前記遠心ファンの前記吸引口を前記吸引プラテンの前記吸引部に対し、接続及び切り
離し可能な吸気流路と、を有していることが望ましい。このようにすれば、吸引プラテン
が開閉蓋の開閉に伴って移動するような場合でも、吸気流路を、開閉蓋が閉じている状態
における吸引プラテンの吸引部と遠心ファンの吸引口の間の距離に対応する長さに構成す
ることができる。すなわち、吸気流路をプリンター本体内に短く構成することができるの
で、吸気流路の流路抵抗を低減できる。この結果、遠心ファンの吸引効率を向上させるこ
とができる。
【００１２】
　この場合には、前記吸気流路は、吸気ダクトを含んでおり、前記開閉蓋を開くと、前記
吸気ダクトは前記吸引部から切り離されるように構成することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のプリンターでは、遠心ファンの排気口の下流側に設けられている排気流路が遠
心ファンの羽根の回転方向に湾曲しているので、この排気流路内に乱流が発生することを
防止あるいは抑制できる。すなわち、遠心ファンからの排気は、排気口から吹き出された
後も慣性により羽根の回転方向に沿って流れようとして羽根の回転方向に沿って湾曲する
排気気流を発生させるのに対して、排気流路はこの排気気流の流れに逆らわないように湾
曲している。従って、排気流路内に発生する乱流が少なく、排気気流は整流される。この
結果、遠心ファンからの排気がスムーズに行われるので、排気流量の損失がなく、ファン
性能を十分に発揮させることができる。従って、ファンの消費電力を抑えることができる
。また、排気気流が排気流路の内面に衝突して騒音を発生させることも抑制できる。
【００１４】
　本発明のプリンターは、インクジェット印刷ヘッドを備えたことを特徴とする。遠心フ
ァンによって行われる吸気により、インクジェット印刷ヘッドに対向する位置にある吸引
プラテンの吸引部における記録紙の吸引や、インクミスト回収部におけるインクミストの
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回収を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明を適用したロール紙プリンターの外観斜視図である。
【図２】ロール紙プリンターの開閉蓋を開けた状態を示す外観斜視図である。
【図３】ロール紙プリンターの内部構造を示す概略縦断面図である。
【図４】吸気流路と排気流路を取り出して示した部分斜視図である。
【図５】遠心ファンおよび排気ダクトを背面側から見た平面図である。
【図６】開閉蓋ユニットを僅かに開けた状態の概略側面図である。
【図７】排気ダクト内の排気気流を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、図面を参照して、本発明を適用したロール紙プリンターの実施の形態を説明す
る。
【００１７】
（全体構成）
　図１は本発明を適用したインクジェット式のロール紙プリンターの外観斜視図であり、
図２はその開閉蓋を全開にした状態の外観斜視図である。
【００１８】
　ロール紙プリンター１は全体としてほぼ直方体形状をしたプリンター本体２と、プリン
ター本体２の前面に取り付けた開閉蓋ユニット３とを有している。開閉蓋ユニット３は、
開閉蓋３ａと、この開閉蓋３ａの開閉機構とを備えている。プリンター本体２の外装ケー
ス２ａの前面には所定幅の記録紙排出口４が形成されている。記録紙排出口４の下側には
排紙ガイド５が前方に突出しており、この排紙ガイド５の側方には蓋開閉レバー６が配置
されている。外装ケース２ａにおける排紙ガイド５および蓋開閉レバー６の下側には、プ
リンター本体２内に形成されているロール紙収納部７のロール紙出し入れ用の矩形の開口
７ａが形成されており、この開口７ａが開閉蓋３ａによって封鎖されている。
【００１９】
　蓋開閉レバー６を操作すると開閉蓋ユニット３のロックが解除される。ロック解除後、
開閉蓋ユニット３に搭載されている排紙ガイド５を前方に引くと、図２に示すように、開
閉蓋ユニット３は下端部を中心として前方にほぼ水平となるまで開く。開閉蓋ユニット３
が開くと、ロール紙収納部７が開放状態となり、同時に、印刷位置を規定している吸引プ
ラテン８が開閉蓋ユニット３と一緒に移動して、ロール紙収納部７から記録紙排出口４に
至る記録紙搬送経路が開放状態となり、プリンター前方からロール紙９の交換作業などを
簡単に行うことができるようになっている。
【００２０】
　吸引プラテン８の表面８ａにはロール紙９から繰り出される長尺状の記録紙１０を吸引
するための吸引部１１が形成されている。吸引部１１は、複数のリブによって仕切られて
いる溝状の複数の吸引区画１２と、各吸引区画１２の底面に形成されている吸引孔１３と
を備えている。
【００２１】
（内部構成）
　図３はロール紙プリンター１の内部構成を示す概略縦断面図であり、ロール紙収納部７
をプリンター右側面の側から見た場合のものである。
【００２２】
　ロール紙プリンター１の内部には、プリンター本体フレーム１４における幅方向の中央
部分にロール紙収納部７が形成されている。ロール紙収納部７にはロール紙９の中心軸が
プリンター幅方向に向いた横置き状態で収納される。
【００２３】
　ロール紙収納部７の上側には、プリンター本体フレーム１４の上端にヘッドユニットフ
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レーム１５が水平に取り付けられている。ヘッドユニットフレーム１５には、インクジェ
ット印刷ヘッド１６を搭載しているキャリッジ１７、キャリッジ１７のプリンター幅方向
への移動をガイドするキャリッジガイド軸１８が配置されている。インクジェット印刷ヘ
ッド１６はインクノズル面１６ａが下向きになるようにキャリッジ１７に搭載されている
。キャリッジガイド軸１８はプリンター幅方向に水平に架け渡されており、ヘッドユニッ
トフレーム１５には、キャリッジ１７をキャリッジガイド軸１８に沿って往復移動させる
ためのキャリッジモーター１９およびタイミングベルト２０を備えたキャリッジ搬送機構
が配置されている。
【００２４】
　インクジェット印刷ヘッド１６の下側にはプリンター前後方向に水平に延びるプラテン
フレーム２１が配置されている。プラテンフレーム２１には吸引プラテン８がプリンター
幅方向に水平に取り付けられている。吸引プラテン８は、インクジェット印刷ヘッド１６
に一定のギャップで対峙する当該位置においてインクジェット印刷ヘッド１６の印刷位置
を規定している。
【００２５】
　吸引プラテン８の後側には、紙送りローラー２２がプリンター幅方向に水平に架け渡さ
れている。紙送りローラー２２には所定幅の第１押さえローラー２３が所定の押圧力で押
し付けられている。紙送りローラー２２は、プリンター本体フレーム１４に搭載されてい
る不図示の紙送りモーターによって回転駆動される。
【００２６】
　プラテンフレーム２１の後端には、下方に湾曲しているテンションガイド２４が取り付
けられている。ロール紙収納部７に装填されたロール紙９から繰り出された記録紙１０は
、斜め上方に引き出された後にテンションガイド２４によって湾曲させられ、しかる後に
水平方向に延びて記録紙排出口４に至る記録紙搬送路に沿って搬送される。
【００２７】
　テンションガイド２４の下方には、繰り出しローラー２５がプリンター幅方向に水平に
配置されている。繰り出しローラー２５は、ロール紙収納部７から記録紙１０を繰り出す
ためのものであり、記録紙搬送経路におけるテンションガイド２４よりも上流側部分に配
置されている。繰り出しローラー２５は不図示の繰り出しモーターによって回転駆動され
るようになっている。繰り出しローラー２５には所定幅の第２押さえローラー２６が連れ
回りするように押し付けられており、この第２押さえローラー２６は、吸引プラテン８の
下側に後に向かって延びるように取り付けられている押さえレバー２７の先端部分に取り
付けられている。押さえレバー２７がバネ力によって下方に付勢されることにより、第２
押さえローラー２６は繰り出しローラー２５に押し付けられる。
【００２８】
　ここで、吸引プラテン８、テンションガイド２４、紙送りローラー２２、押さえレバー
２７および第２押さえローラー２６は、開閉蓋ユニット３が開閉されると開閉蓋３ａと一
緒に前方へ移動する。
【００２９】
　ロール紙収納部７の後方のプリンター本体フレーム１４の背板部分１４ａの背面側には
、吸引プラテン８の吸引部１１で吸気を行うための遠心ファン３０が取り付けられている
。遠心ファン３０は羽根の回転中心軸線Ｌがプリンター本体２の前後方向を向くように取
り付けられており、その吸気口３１は前方を向いている。
【００３０】
　吸引プラテン８の吸引部１１と遠心ファン３０の吸気口３１との間には吸気流路が形成
されている。遠心ファン３０には排気ダクト３２が取り付けられており、この排気ダクト
３２により排気流路が形成されている。遠心ファン３０が動作すると吸気流路を介して吸
引部１１で吸気が行われ、吸引プラテン８上を搬送されている記録紙１０が吸引される。
遠心ファン３０からの排気は排気流路を介して行われる。
【００３１】
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　ロール紙９から繰り出された記録紙１０の部分は吸引プラテン８の表面８ａに吸引され
た状態で搬送されて印刷位置を通過する。印刷位置ではキャリッジ１７をキャリッジガイ
ド軸１８に沿って往復移動させながら、そこに搭載されているインクジェット印刷ヘッド
１６により印刷が行われる。記録紙１０の幅方向への一連の行印刷が終了した後は、紙送
りローラー２２および繰り出しローラー２５が回転駆動されて、所定ピッチだけ記録紙１
０が送り出される。この後に、次の行の印刷が行われる。このように、記録紙１０は、所
定ピッチで間欠的に送り出されながらインクジェット印刷ヘッド１６によって印刷が施さ
れる。
【００３２】
（吸気流路）
　図４を参照して吸気流路を説明する。図４はプラテンフレーム２１、吸気ダクト３６、
遠心ファン３０、排気ダクト３２を取り出して示した部分斜視図である。
【００３３】
　吸引プラテン８は、その内部が中空にして構成されており、この中空部分が吸引孔１３
を介して吸引区画１２と連通する吸引プラテン側空気通路３３となっている。プラテンフ
レーム２１における吸引プラテン８の側方には、インクジェット印刷ヘッド１６を搭載し
たキャリッジ１７の移動範囲を確保するためのスペースを利用して、インクジェット印刷
ヘッド１６から吐出されるインク液滴に起因して発生するインクミストを回収するインク
ミスト回収部３４が形成されている。インクミスト回収部３４の後端下側の部位、すなわ
ち、印刷領域から側方に外れた位置には、吸引プラテン側空気通路３３の吸引プラテン側
開口端３３ａが形成されている。吸引プラテン側開口端３３ａは下方および背面側に向い
て傾斜しており、そこにはパッキン３５が取り付けられている。
【００３４】
　吸引プラテン側空気通路３３の上流端開口と遠心ファン３０の吸気口３１とは吸気ダク
ト３６によって接続されている。吸気ダクト３６は一方の開口端が遠心ファン３０の吸気
口３１と繋がるように背板部分１４ａに取り付けられており、他方の開口端側はインクミ
スト回収部３４の後側において、ロール紙収納部７の側方をプリンター本体２の側面に沿
って前面側に向って延びた後に上方に向って折れ曲がったＬ字形状をしている。折れ曲が
り部分の端部に形成されているダクト開口端３６ａは上方および前面に向いて傾斜してお
り、そこにはパッキン３７が取り付けられている。吸気ダクト３６の幅寸法とインクミス
ト回収部３４の幅寸法とは略同一に構成されている。また、吸気ダクト３６の断面形状は
矩形になっている。
【００３５】
　開閉蓋３ａを閉じた状態では、図４に示すように、プラテンフレーム２１がほぼ水平に
保持され、吸引プラテン８は印刷位置を規定する姿勢になる。この状態では、吸引プラテ
ン側開口端３３ａおよびダクト開口端３６ａはパッキン３５、３７を介して気密状態で当
接する。従って、吸引プラテン８の表面８ａの吸引部１１は、吸引プラテン側空気通路３
３および吸気ダクト３６からなる吸気流路を介して、遠心ファン３０の吸気口３１に接続
される。
【００３６】
　一方、開閉蓋３ａを開くと、吸引プラテン８は開閉蓋ユニット３と一緒にプリンター本
体２の前方に移動するので、吸引プラテン側開口端３３ａと、ダクト開口端３６ａとの間
は、切り離される。すなわち、遠心ファン３０の吸気口３１と吸引プラテン８の吸引部１
１とが切り離される。
【００３７】
　なお、インクミスト回収部３４はインクミストを吸引するためのミスト吸引孔３８を備
えており、このミスト吸引孔３８は吸引プラテン側空気通路３３に連通している。従って
、吸引プラテン８の表面８ａへ記録紙１０を吸引するための吸引プラテン側空気通路３３
、吸気ダクト３６および遠心ファン３０を利用して、インクミストを回収するための吸引
機構が構成されている。
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【００３８】
（排気流路）
　図４、図５を参照して排気流路を説明する。図５は遠心ファン３０および排気ダクト３
２をプリンター本体フレーム１４の背面側から見た平面図である。
【００３９】
　遠心ファン３０の排気口３９は、プリンター本体フレーム１４の上側でプリンター幅方
向を向いている。排気口３９には、遠心ファン３０の羽根の回転方向Ａに湾曲する排気ダ
クト３２が接続されている。排気ダクト３２は、遠心ファン３０の排気口３９を覆うよう
にして背板部分１４ａに背面側から被せられた断面Ｕ字形状のダクトカバー４０を備えて
おり、ダクトカバー４０と背板部分１４ａの背面との間が排気ダクト３２となっている。
【００４０】
　排気ダクト３２は、排気口３９を覆うとともに排気口３９が向いている方向に延びてい
る水平ダクト部分３２ａと、水平ダクト部分３２ａに連続して下方に延びている垂直ダク
ト部分３２ｂと、垂直ダクト部分３２ｂの下端部分において排気口３９と反対側を向くよ
うに形成されている排気開口３２ｃとを備えている。水平ダクト部分３２ａと垂直ダクト
部分３２ｂとが連続する角部分３２ｄは、下側に向かって湾曲する円弧形状の内壁面を備
えている。また、垂直ダクト部分３２ｂの下端の角部分３２ｅは、側方に向かって湾曲す
る円弧形状の内壁面を備えている。排気開口３２ｃは排気口３９の下方で排気口３９と反
対方向を向いている。
【００４１】
　吸引プラテン８吸引部１１と遠心ファン３０の吸気口３１とが接続された状態で遠心フ
ァン３０が駆動されると、吸引部１１の各吸引区画１２から空気が吸い込まれて、遠心フ
ァン３０の排気口３９から吹き出される。この結果、各吸引区画１２内には負圧が発生す
るので、記録紙１０は吸引プラテン８の表面８ａに吸引される。排気口３９から吹き出さ
れる排気は、排気ダクト３２を介して排気開口３２ｃから吹き出され、プリンター本体２
の下側から排出される。
【００４２】
（開閉蓋ユニットの開閉機構）
　次に、図３、図６を参照して、開閉蓋ユニット３の開閉機構を説明する。図６は開閉蓋
ユニット３の開閉機構を示す概略側面図であり、開閉蓋ユニット３を前方に引き出した状
態を示す概略側面図である。なお、図６においては、開閉蓋ユニット３の開閉蓋３ａを省
略してある。
【００４３】
　開閉蓋ユニット３は４節の平行リンク機構によって開閉可能な状態でプリンター本体２
に支持されている。平行リンク機構は、開閉蓋３ａが取り付けられている左右一対の前側
平行リンク４１、４２と、左右一対の後側平行リンク４３、４４とを備えている。前側平
行リンク４１、４２の間には開閉蓋３ａが取り付けられている。これらの前側平行リンク
４１、４２の下端部は、それぞれ、プリンター本体フレーム１４の底板部分１４ｂによっ
て水平軸４６を中心に前後に回動自在に支持され、後側平行リンク４３、４４も底板部分
１４ｂによって水平軸４７を中心に前後に回動自在に支持されている。
【００４４】
　前側平行リング４１、４２の上端部は、プラテンフレーム２１の前端部に対して水平軸
４８を中心に回動自在に連結されている。これに対して、後側平行リンク４３、４４の上
端部と、プラテンフレーム２１の後端部との間は、上下に一定量だけ移動可能な状態で連
結されている。本例では、プラテンフレーム２１の側に上下に長い長孔２１ａが形成され
ており、ここに、後側平行リンク４３、４４の上端部に取り付けた水平軸４９が回転可能
およびスライド可能な状態で挿入されている。
【００４５】
　ロール紙収納部７の左側のプリンター本体フレーム１４の側板部分１４ｃには、前方か
ら後方に向けて上方に傾斜している位置決め用の傾斜段面１４ｄが形成されている。この
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傾斜段面１４ｄの中程の位置には位置決め用のガイドローラー５０が乗り上げるようにな
っている。このガイドローラー５０は、プラテンフレーム２１の左側の側面から横方向に
水平に突出しており、当該プラテンフレーム２１に回転自在の状態で取り付けられている
。
【００４６】
　開閉蓋ユニット３を閉じた状態においては、ガイドローラー５０が傾斜段面１４ｄに乗
り上げることにより、プラテンフレーム２１がほぼ水平に保持され、ここに取り付けられ
ている吸引プラテン８が一定のギャップでインクジェット印刷ヘッド１６のノズル面に対
峙して印刷位置を規定する。また、吸引プラテン側空気通路３３の吸引プラテン側開口端
３３ａおよびダクト開口端３６ａは気密状態で当接する。
【００４７】
　開閉蓋ユニット３を開閉すると、プラテンフレーム２１に搭載されている吸引プラテン
８、テンションガイド２４、紙送りローラー２２などの部品も一緒に開閉して前方に移動
する。開閉蓋ユニット３は、前側平行リンク４１、４２の水平軸４６を中心として前方に
倒れる。前側平行リンク４１、４２と、後側平行リンク４３、４４の間の架け渡されてい
るプラテンフレーム２１も全体として前方および下方に移動する。この移動により、プラ
テンフレーム２１のガイドローラー５０が傾斜段面１４ｄに沿って滑り落ちる。
【００４８】
　開閉蓋ユニット３を開くと、ロール紙収納部７から記録紙排出口４に至る記録紙搬送路
が開放状態に切り替わる。また、吸引プラテン側空気通路３３と吸気ダクト３６との連結
が解除される。図６の状態から開閉蓋ユニット３を更に開けると、図２に示すように、開
閉蓋ユニット３を略前方に水平に倒した開き位置まで開くことができる。開き位置では、
プラテンフレーム２１の側に前側平行リンク４１、４２および後側平行リンク４３、４４
がほぼ水平に折り畳まれた状態になっている。
【００４９】
　次に、開き位置にある開閉蓋ユニット３を閉じる場合の動作は上記とは逆の順番になる
。すなわち、開閉蓋ユニット３が閉じる手前の時点においては、プラテンフレーム２１の
ガイドローラー５０がプリンター本体フレーム１４の側板部分１４ｃに形成されている位
置決め用の傾斜段面１４ｄに乗り上げ、ガイドローラー５０が傾斜段面１４ｄに係合して
プラテンフレーム２１がほぼ水平な姿勢となるように位置決めされる。この結果、図３に
示すように、吸引プラテン８がインクジェット印刷ヘッド１６に一定のギャップで対峙し
て、印刷位置を規定する状態になり、また、吸引プラテン側空気通路３３の吸引プラテン
側開口端３３ａおよびダクト開口端３６ａは気密状態で当接する。
【００５０】
（排気流路による作用効果）
　図７（ａ）は本例の排気流路内における排気気流を模式的に示した説明図であり、図７
（ｂ）は比較例として、排気流路を排気口３９から直線的に延びるように形成した場合に
おける排気流路内の排気気流を模式的に示した説明図である。
【００５１】
　遠心ファン３０内では、羽根の回転方向Ａに沿って渦を巻く気流Ｂが発生しているので
、遠心ファン３０からの排気は、排気口３９から吹き出された後も慣性により羽根の回転
方向Ａに沿って流れようとして湾曲する排気気流Ｃを発生させる。これに対して、排気ダ
クト３２は、この排気気流Ｃに逆らわないように、羽根の回転方向Ａに湾曲するように構
成されている。従って、図７（ａ）に示すように、排気流路Ｃは排気ダクト３２に沿うよ
うにして排気開口３２ｃに向かう。この結果、排気ダクト３２内で乱流が発生することが
抑制され、排気気流Ｃは整流される。比較例として、排気流路を排気口３９から直線的に
延びるように形成した場合を検討すると、図７（ｂ）に示すように、排気気流Ｃが羽根の
回転方向Ａに沿って流れようとして湾曲するので、排気流路の側面に衝突してしまい、乱
流Ｄが発生する。
【００５２】
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（本形態による効果）
　以上、本例によれば、遠心ファン３０の排気口３９の下流側に設けられている排気ダク
ト３２が遠心ファン３０の羽根の回転方向Ａに湾曲しているので、排気気流Ｃが整流され
る。従って、遠心ファン３０からの排気がスムーズに行われ、排気流量の損失を抑えるこ
とができる。この結果、ファン性能を十分に発揮させることができるので、遠心ファン３
０の消費電力を抑えることができる。また、排気気流Ｃが排気ダクト３２の内壁面に衝突
して騒音を発生させることも抑制できる。
【００５３】
　また、本例によれば、吸気流路は、遠心ファン３０の吸気口３１を、吸引プラテン８の
吸引部１１に対して接続及び切り離し可能になっている。すなわち、開閉蓋３ａを開ける
と、遠心ファン３０の吸気口３１と吸引プラテン８の吸引部１１とを接続している吸気ダ
クト３６が切り離される。したがって、吸気ダクト３６は、開閉蓋３ａが閉じている場合
における遠心ファン３０の吸気口３１と吸引プラテン８の吸引部１１の距離に対応する短
い長さのものでよく、吸気ダクト３６を経由して形成される遠心ファン３０から吸引プラ
テン８までの吸気流路を短くできる。この結果、吸引空気の流量損失を低減できるので、
遠心ファン３０の吸引効率を向上させることができる。
【符号の説明】
【００５４】
１・ロール紙プリンター、２・プリンター本体、２ａ・外装ケース、３・開閉蓋ユニット
、３ａ・開閉蓋、４・記録紙排出口、５・排紙ガイド、６・蓋開閉レバー、７・ロール紙
収納部、８・吸引プラテン、９・ロール紙、１０・記録紙、１１・吸引部、１２・吸引区
画、１３・吸引孔、１４・プリンター本体フレーム、１４ａ・背板部分、１４ｂ・底板部
分、１４ｃ・側板部分、１４ｄ・傾斜段面、１５・ヘッドユニットフレーム、１６・イン
クジェット印刷ヘッド、１７・キャリッジ、１８・キャリッジガイド軸、１９・キャリッ
ジモーター、２０・タイミングベルト、２１・プラテンフレーム、２２・紙送りローラー
、２３・２６・押さえローラー、２４・テンションガイド、２５・繰り出しローラー、２
７・押さえレバー、３０・遠心ファン、３１・吸気口、３２・排気ダクト、３３・吸引プ
ラテン側空気通路、３４・インクミスト回収部、３５・３７・パッキン、３６・吸気ダク
ト、３８・ミスト吸引孔、３９・排気口、４０・ダクトカバー、４１・４２・前側平行リ
ンク、４３・４４・後側平行リンク、４６・４７・４８・４９・水平軸、５０・ガイドロ
ーラー
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